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第第5353号号 令和6年11月11日
公益財団法人崋山会

渡
辺
崋
山
と
訪
瓺
録

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
学
芸
員
　
大

井

教

寛

渡
辺
崋
山
の
天
保
二
年
の
毛
武
の
旅
は
、
こ
の
『
崋
山
会
報
』
で
も
加
藤
克
己
氏
が
「
渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』」
と

し
て
四
六
号
ま
で
二
三
回
の
連
載
で
そ
の
足
跡
を
辿
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
は
、
主
命
を
受
け
て
の
三
宅
家
譜
の
編
纂
が

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
た
る
三
宅
氏
の
旧
領
で
あ
っ
た
武
蔵
国
三
ヶ
尻
村
の
地
誌
を
ま
と

め
た
報
告
書
が
『
訪
瓺
録
』
で
あ
る
。

筆
者
は
平
成
二
八
年
に
、
現
在
の
群
馬
県
桐
生
市
と
熊
谷
市
三
ヶ
尻
と
に
関
係
す
る
作
品
・
資
料
を
中
心
に
、
企
画
展

「
毛
武
と
渡
辺
崋
山
展
」
を
行
っ
た
。
そ
の
時
に
中
心
に
据
え
た
の
は
確
認
で
き
る
『
訪
瓺
録
』
を
す
べ
て
集
め
て
展
示

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

企
画
展
当
時
確
認
で
き
た
『
訪
瓺
録
』
は
九
点
だ
っ
た
が
、現
在
は
近
年
発
見
さ
れ
た
古
澤
家
本
（
龍

泉
寺
本
の
写
本
。
数
丁
し
か
写
し
て
い
な
い
）
も
含
め
て
一
〇
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
『
訪

瓺
録
』
を
系
統
立
て
て
記
す
と
、

・
三
宅
氏
本
系
…
崋
山
が
藩
主
康
直
に
上
程
し
た
い
わ
ゆ
る
正
本
の
『
訪
瓺
録
』
か
ら
派
生

　

①
正
本　

②
南
葵
文
庫
本　

③
鏑
木
本　

④
鈴
木
本　

⑤
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
本

・
龍
泉
寺
本
系
…
如
山
と
梧
庵
が
正
本
を
写
し
た
と
さ
れ
る
龍
泉
寺
本
か
ら
派
生

　

⑥
龍
泉
寺
本　

⑦
大
澤
本　

⑧
蓮
沼
本　

⑨
国
立
国
会
図
書
館
本　

⑩
古
澤
本　
　

で
あ
る
。

こ
の
二
系
統
の
見
分
け
方
は
二
つ
あ
り
、
図
譜
中
の
運
派
塚
を
計
測
し
て
い
る
縄
の
張
り
方
と
、

地
図
中
の
上
宿
と
下
宿
の
位
置
関
係
で
あ
る
。
三
宅
氏
本
系
は
縄
が
ピ
ン
と
張
っ
て
い
て
、
上
宿
が

江
戸
寄
り
、下
宿
が
京
寄
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
龍
泉
寺
本
系
は
縄
が
弛
ん
で
い
て
、上
宿
が
京
寄
り
、

下
宿
が
江
戸
寄
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
龍
泉
寺
本
系
に
つ
い
て
は
、
図
譜
中
に
如
山
と
梧
庵
が

そ
れ
ぞ
れ
書
き
写
し
た
署
名
も
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
判
別
の
目
安
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
写
本
の
う
ち
、
南
葵
文
庫
本
は
『
崋
山
会
報
』
四
六
号
に
中
村
正
子
氏
の
詳
細
な
研
究

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
立
国
会
図
書
館
本
は
群
馬
県
史
の
編
纂
に

か
か
る
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
由
来
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

写
本
の
年
代
と
し
て
、
一
番
古
い
写
本
は
上
程
前
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
龍
泉
寺
本
（
天
保
三
年
か
）
で
、
次
が
天
保
五
年
の
記
述
が
あ
る

南
葵
文
庫
本
、
③
、
④
、
⑦
、
⑧
、
⑨
、
⑩
は
近
代
に
入
っ
て
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
⑤
の
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
本
（
当

館
所
蔵
本
）
で
あ
る
。

当
館
所
蔵
本
は
先
述
の
見
分
け
方
か
ら
三
宅
氏
本
系
の
特
徴
を
持
つ
。
ま
た
、
南
葵
文
庫
本
が
正
本
に
忠
実
に
写
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
当
館

所
蔵
本
は
『
錦
心
図
譜
』
中
の
正
本
に
は
あ
る
各
絵
図
の
場
所
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
特
に
場
所
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
は

大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
場
所
名
を
書
か
な
く
て
も
ど
こ
を
描
い
た
か
わ
か
る
人
物
が
持
っ
て
い
た
か
、
場
所
名
を
書
き
込
む
前
の
下
図
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
伝
来
・
由
来
を
含
め
て
当
館
所
蔵
本
に
関
す
る
情
報
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運派塚の図　熊谷市立熊谷図書館本
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○
直
書
の
意
図
の
具
現
化
を
図
る
用
人

前
回
藩
主
康
直
が
、
江
戸
か
ら
田
原
へ

送
っ
た
直
書
で
述
べ
た
、「
民
に
報
い
候

よ
う
致
し
た
い
、
私
（
藩
主
）
は
民
の
父

母
で
あ
り
、
そ
の
方
（
家
中
）
共
は
、
兄

で
あ
る
。
私
の
本
意
は
、
そ
の
方
共
の
本

意
で
あ
り
、
私
の
存
念
も
承
知
し
て
い
る

は
ず
だ
」
と
い
う
意
向
は
、
ど
の
よ
う
に

実
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
保
六
年
正
月
二
十
一
日
康
直
か
ら
義

倉
設
立
の
企
画
、
義
倉
の
名
を
報
民
倉
と

す
る
旨
、
少
数
の
関
係
者
に
内
密
に
告
げ

ら
れ
て
以
来
、
藩
日
記
に
は
全
く
報
民
倉

の
こ
と
は
記
載
が
な
く
、
次
に
報
民
倉
の

名
が
藩
日
記
に
登
場
す
る
の
は
、「
御
倉

出
来
場
見
分
」
を
す
る
八
月
二
十
九
日
で

あ
る
。
こ
の
日
は
い
つ
も
よ
り
早
く
出
席

し
、
午
後
年
寄
、
用
人
は
じ
め
村
奉
行
、

代
官
、
普
請
方
、
大
工
、
地
方
手
代
ら
が

報
民
倉
建
設
用
地
に
見
分
に
出
掛
け
た
。

建
設
地
が
屋
敷
地
に
か
か
る
平
山
忠
左
衛

門
（
出
府
中
・
代
人
親
戚
平
山
喜
太
郎
）

と
萱
生
源
左
衛
門
を
呼
び
出
し
、
敷
地
の

見
分
を
行
い
、
色
々
な
測
量
な
ど
し
て
夕

刻
ま
で
か
か
っ
た
。

報
民
倉
建
設
に
向
か
っ
て
家
中
が
動
き

出
す
の
は
、
江
戸
か
ら
天
保
六
年
閏
七
月

六
日
に
田
原
に
届
い
た「
御
直
書
」と「
御

家
中
江
之
被
仰
出
之
覚
」
が
同
年
八
月
晦

日
、
用
人
市
川
茂
右
衛
門
か
ら
家
中
に
伝

達
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。「
御
用
人
方
日

記
」
九
月
四
日
条
に
、次
の
箇
条
が
あ
る
。

最
初
の
一
つ
書
き
は
、
お
そ
ら
く
江
戸
の

年
寄
渡
辺
崋
山
が
康
直
の
意
を
受
け
て
書

い
た
「
御
家
中
江
之
被
仰
出
之
覚
」
の
写

で
あ
り
、「
右
の
趣･･･

」
か
ら
の
文
末
六

行
は
用
人
市
川
茂
右
衛
門
の
筆
に
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

一
、
此
度
厚
き
思
召
を
以
済
廒
御
取

立
被
仰
出
候
。
乍
然
御
勝
手
連
年
之

不
如
意
ニ
而
御
家
中
さ
へ
も
非
常
之

御
引
米
被
仰
出
候
程
之
儀
、
中
々
御

有
余
無
之
候
得
共
御
身
前
御
厳
倹
被

遊
、
御
手
元
よ
り
御
元
米
御
蔵
御
取

立
御
入
用
等
被
下
置
、
此
上
如
何
様

ニ
も
形
代
な
り
と
取
立
不
癈
様
被
仰

出
候
。
尤
御
家
中
者
ハ
如
何
様
凶
年

ニ
而
も
飢
渇
ニ
及
候
程
様
之
儀
ハ
不

相
成
筈
ニ
候
得
共
、
小
禄
多
人
数
之

者
ハ
左
様
ニ
も
参
申
間
敷
候
間
、

常
々
捨
て
候
物
ニ
而
も
貯
ふ
べ
き
工

夫
致
候
ハ
ヽ
一
段
之
事
ニ
思
召
候
。

懸
日
（
兼
日
カ
）
御
引
米
多
之
中
右

様
之
儀
被
仰
出
候
得
は
、
御
家
中
之

者
如
何
ニ
も
可
存
と
御
懸
念
も
被
遊

候
得
共
村
奉
行
江
御
直
達
之
旨
無
急

度
寄
々
拝
見
、
御
達
之
筋
難
有
可
奉

存
上
候
。
依
之
一
統
心
得
之
た
め
此

段
被
仰
出
候
。

右
之
趣
支
配
下
組
下
へ
も
不
洩
様
可

被
達
候
。
右
被
仰
出
候
処
、
口
上
ニ

而
可
達
処
、
文
長
き
儀
故
、
な
須
半

切
江
認
、
去
月
晦
日
大
目
付
心
得
茂

右
衛
門
席
達
有
之
事
、
但
御
直
書
村

方
ヘ
ハ
達
候
、
書
付
ハ
日
記
終
ニ
記

ス
。

一
、
右
被
仰
出
候
ニ
付
、
御
用
人
共

申
合
難
有
恐
悦
之
儀
故
御
普
請
場
へ

も
御
用
間
之
節
ハ
罷
出
度
、
且
家
来

之
者
も
差
出
度
、
且
又
屋
敷
ニ
有
合

候
竹
木
御
用
之
御
足
ニ
致
度
旨
御
用

部
屋
江
申
立
候
処
、
奇
特
之
儀
江
戸

表
へ
可
申
上
候
。
勝
手
次
第
可
致
旨

半
助
被
申
聞
候
。

一
、
同
断
ニ
付
、
屋
敷
ニ
有
之
候
竹

木
御
用
ニ
相
立
度
旨
、
村
上
孫
兵
衛
、

大
羽
弥
兵
衛
、
茂
右
ヱ
門
宅
へ
右
両

人
書
付
を
以
去
ル
朔
日
伺
出
候
。
則

御
用
部
屋
へ
申
達
、
奇
特
之
儀
勝
手

目
　
　
　
　
次

題
字
「
崋
山
会
報
」
元
崋
山
会
理
事

	
	

故
小
澤
耕
一
氏

Ｐ
①	

渡
辺
崋
山
と
訪
瓺
録

	
		

大
井
教
寛

Ｐ
②	

田
原
藩
義
倉
・
報
民
倉
③

	
		

石
川
洋
一

Ｐ
⑥	

渡
辺
崋
山　

初
期
の
作
品
と

	

印
章　

後
編	

中
村
正
子

Ｐ
⑫	「
偉
人
物
語　

渡
辺
崋
山
」

	

読
書
感
想
文
に
つ
い
て

	

Ｐ
⑯	

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

	

田
原
市
博
物
館
か
ら
ご
案
内

｜｜

民
に
報
い
た
い
と
願
っ
た
大
名
と
崋
山
③
」

民
に
報
い
た
い
と
願
っ
た
大
名
と
崋
山
③
」

｜｜

田
原
藩
義
倉
・
報
民
倉

田
原
藩
義
倉
・
報
民
倉

研
究
会
員
　

研
究
会
員
　

石

川

洋

一

石

川

洋

一
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次
第
可
致
旨
茂
右
ヱ
門
申
達
ス
。

最
初
の
一
つ
書
き
は
「･･･

依
之
一
統

心
得
之
た
め
此
段
被
仰
出
候
」ま
で
は「
御

家
中
江
被
仰
出
之
覚
」
の
写
し
で
、
後
半

の
「
右
之
趣
支
配
下
へ
も･･･

」
か
ら
は

用
人
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

義
倉
取
立
に
つ
き
藩
主
自
ら
が
身
辺
で
厳

し
く
倹
約
を
し
、
そ
こ
で
産
み
出
さ
れ
た

剰
余
を
報
民
倉
の
元
米
や
建
設
費
用
に
下

し
置
か
れ
た
。
家
中
の
者
は
ど
の
よ
う
な

不
作
の
年
で
も
飢
渇
に
及
ぶ
よ
う
な
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
し
の
俸
禄
で
家
族

の
多
い
場
合
は
、
な
か
な
か
大
変
で
あ
ろ

う
。
家
中
に
対
し
て
特
に
藩
主
自
ら
身
辺

で
厳
し
く
倹
約
を
し
、
そ
こ
で
産
み
出
さ

れ
た
剰
余
を
報
民
倉
の
元
米
や
建
設
費
用

に
下
し
置
か
れ
る
こ
と
を
強
調
し
、
家
中

の
者
が
常
々
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
も

の
、
神
主
が
祈
祷
の
時
に
用
い
る
人
形
の

よ
う
な
も
の
で
も
工
夫
し
て
貯
え
て
い
け

ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
し
召
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
、直
書
も
時
々
き
ち
ん
と
拝
見
し
、

御
達
の
意
図
を
あ
り
が
た
く
心
得
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

二
つ
目
の
一
つ
書
き
か
ら
、
市
川
茂
右

衛
門
と
八
木
八
右
衛
門
の
用
人
二
人
は
、

御
用
の
合
間
に
は
普
請
の
現
場
に
出
て
、

仕
事
の
手
伝
を
し
、
又
家
来
の
者
も
手
伝

い
に
よ
こ
す
よ
う
に
し
た
い
、
屋
敷
地
に

生
え
て
い
る
あ
り
合
わ
せ
の
竹
木
も
報
民

倉
建
築
の
足
に
な
る
よ
う
な
物
は
差
し
出

し
た
い
旨
を
御
用
部
屋
に
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
、
年
寄
（
佐
藤
）
半
助
は
奇
特
な
こ

と
だ
、
進
ん
で
行
っ
て
く
れ
、
そ
の
行
い

は
参
勤
で
藩
主
康
直
の
滞
在
し
て
い
る
江

戸
屋
敷
へ
も
申
し
上
げ
て
お
く
と
言
っ
て

い
る
。

「
御
用
人
方
日
記
」
執
筆
者
当
人
の
こ

と
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
留
め
て
い
る
の
は
不

自
然
で
あ
る
が
、
記
録
に
残
す
こ
と
と
家

中
へ
の
喧
伝
の
効
果
を
狙
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

さ
ら
に
、三
つ
目
の
一
つ
書
き
か
ら「
御

直
書
」
と
「
御
家
中
江
之
被
仰
出
之
覚
」

が
家
中
に
席
達
さ
れ
た
翌
日
九
月
一
日
、

屋
敷
に
あ
る
竹
木
を
御
用
に
役
立
て
た
い

と
中
小
姓
村
上
孫
兵
衛
、
連
帋
格
下
目
付

大
羽
弥
兵
衛
の
二
人
が
最
初
に
用
人
茂
右

衛
門
宅
へ
願
い
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。さ
ら
に
次
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
る
。

【表一】報民倉建築材料寄付者
（天保６年）

№ 月 日 氏　　名 材　　料 口上･書付 通番 天保8年役職
1 9 1 村上孫兵衛 屋敷二有之候竹木 書付を以 67 中小姓順席
2 9 1 大羽弥兵衛 屋敷二有之候竹木 書付を以 77 連紙格下目付
3 9 10 日高吉左衛門 有合之竹瓦 書付を以 72 連紙格代官
4 9 10 近藤三太夫 有合之竹瓦 書付を以 78 供中小姓下目付役
5 9 10 稲熊穂助 有合竹 書付を以 50 近習代官見習
6 9 10 塩谷武右衛門 有合竹 書付を以 71 連紙格代官役
7 9 11 松阪安兵衛 乍聊石 書付を以 73 連紙格蔵方改
8 9 11 岡田与治右衛門 乍聊石 書付を以 75 連紙格勝手廻り普請方中間支配
9 9 11 長尾助六 乍聊竹 書付を以 76 連紙格勝手廻り普請方中間支配
10 9 18 吉住右衛門七 聊の竹 書付を以 94 帳付
11 9 18 萱用源左衛門 寸莎藁 書付を以 41 給人格
12 9 20 山本雅兵衛 有合候竹少々 書付を以 98 連紙格祐筆
13 9 21 河辺甚右衛門 有合候竹少々 書付を以 68 中小姓順席
14 9 21 岡田森助 有合候竹少々 書付を以 84 中小姓順席右筆
15 9 22 鈴木五郎兵衛 有合候竹少々 伺書差出 61 中小姓
16 9 22 奥田広吉 有合候竹少々 伺書差出 82 供中小姓下目付役
17 9 24 浅野忠八郎 有合候竹少々 伺書差出 80 供中小姓
18 9 24 鞍馬増右衛門 有合候竹少々 伺書差出 79 供中小姓
19 9 25 玉置常右衛門 有合候竹少々 伺書付差出 45 納戸格蔵方
20 9 29 伴和助 有合候石少々 伺書差出 85 供中小姓
21 10 2 佐野麻吉 有合候竹少々 伺書差出 87 近習供中小姓順席
22 10 2 岡本久太夫 有合候竹少々 伺書差出 103 小屋頭、小屋頭次番
23 10 3 土井吉右衛門 有合候竹少々 伺書差出 64 中小姓
24 10 3 近藤助五郎 有合候竹少々 伺書差出 88 近習供中小姓順席
25 10 4 戸田熊蔵 有合竹乍聊 伺書差出 81 中小姓順席産物係
26 10 4 本多力蔵 竹少々 伺書差出 63 中小姓順席祐筆
27 10 11 市川茂右衛門 普請木、竹 6 用人
28 10 11 八木八右衛門 普請木、竹 9 用人
29 10 12 村上定平 有合石、竹少々 66 中小姓
30 10 12 鈴木弥太夫 蔀板50枚 1 年寄
31 10 12 川澄又二郎 蔀板50枚 2 年寄
32 10 12 真木重郎兵衛 蔀板50枚 5 加判御勝手総元〆
33 10 13 斉藤寛吉 竹少々差上 40 給人格、納戸
34 11 1 河合清之介 竹少々献上 120 中小姓連紙ノ間幼年

（「御用方日記」、「天保8年田原藩分限帳」による。通番は田原市博物館作成
「天保8年家中席次」によるおおよその席次。）
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○
竹
木
の
寄
進

そ
し
て
、
屋
敷
の
あ
り
あ
わ
せ
の
竹
瓦

を
御
用
に
役
立
て
た
い
と
次
に
用
人
茂
右

衛
門
宅
に
願
い
出
た
の
は
、
日
高
吉
左
衛

門
と
近
藤
三
太
夫
二
人
で
あ
る
。

【
天
保
六
年
九
月
十
日
】

一
、
此
度
厚
思
召
を
以
報
民
倉
御
取

立
之
儀
、
御
役
前
ニ
お
い
て
ハ
難
有

儀
奉
存
、
屋
敷
有
合
之
竹
瓦
御
用
ニ

差
加
度
趣
日
高
吉
左
衛
門
、
近
藤
三

太
夫
書
付
を
以
市
川
茂
右
衛
門
宅
ニ

伺
出
候
ニ
付
、
御
年
寄
江
申
出
候
処
、

奇
特
儀
江
戸
表
へ
可
申
上
候
、
勝
手

次
第
可
致
旨
被
達
右
之
通
茂
右
衛
門

両
人
江
申
達
候
。

一
、
右
同
断
稲
熊
補
助
、
塩
谷
武
右

衛
門
書
付
を
以
同
人
宅
江
差
出
是
又

同
様
勝
手
次
第
可
致
旨
同
人
申
達

候
。

厚
い
思
召
し
を
も
っ
て
報
民
倉
が
建
立

さ
れ
る
こ
と
は
、
自
分
の
担
当
す
る
役
目

の
上
か
ら
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、

屋
敷
に
有
り
合
せ
の
竹
と
瓦
を
御
用
に
差

し
加
え
て
も
ら
い
た
い
と
日
高
吉
左
衛

門
、
近
藤
三
太
夫
が
書
付
を
以
て
用
人
市

川
茂
右
衛
門
宅
に
伺
い
出
て
き
た
か
ら
、

そ
の
旨
、
御
年
寄
へ
申
し
出
た
処
、
奇
特

な
こ
と
だ
、江
戸
表
へ
申
し
上
げ
て
お
く
、

そ
の
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
指
示
を
受

け
そ
の
旨
両
人
に
伝
達
し
て
い
る
。
同
日

同
じ
よ
う
な
申
し
出
が
書
付
を
も
っ
て
稲

熊
補
助
、
塩
谷
部
右
衛
門
か
ら
も
出
さ
れ

て
い
る
。

【
天
保
六
年
九
月
十
一
日
】

一
、
此
度
厚
思
召
を
以
報
民
倉
御
取

立
ニ
付
、
御
役
前
は
勿
論
身
分
ニ
取

候
而
も
難
有
奉
存
候
ニ
付
、
松
坂
安

兵
衛
、
岡
田
与
治
右
ヱ
門
乍
聊
石
、

長
尾
助
六
乍
聊
竹
、
御
用
御
差
加
ニ

被
仰
付
候
ハ
ヽ
難
有
之
旨
書
付
を
以

茂
右
ヱ
門
方
へ
差
出
候
処
、
先
ニ
並

合
之
通
勝
手
次
第
可
致
旨
茂
右
ヱ
門

申
達
候
。

そ
し
て
、翌
十
一
日
に
は
松
坂
安
兵
衛
、

岡
田
与
治
右
衛
門
が
い
さ
さ
か
な
が
ら

石
、
長
尾
助
六
が
い
さ
さ
か
な
が
ら
竹
を

御
用
に
差
加
え
に
仰
せ
つ
け
て
く
れ
た
ら

有
り
難
い
と
の
書
付
を
茂
右
衛
門
方
に
差

し
出
し
て
い
る
。
以
後
十
一
月
一
日
ま
で

【
表
一
】
の
よ
う
な
建
築
資
材
の
献
上
が

続
く
。
竹
は
屋
根
や
壁
の
下
地
に
組
ん
で

土
を
支
え
る
こ
ま
い
に
使
わ
れ
、
工
事
の

進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
献
上
し
た
と
思
わ

れ
る
。
竹
木
等
の
寄
進
者
は
三
十
四
人
に

上
る
が
、
十
月
二
日
の
岡
本
久
太
夫
以
外

は
御
目
見
得
を
許
さ
れ
た
士
分
の
者
で
あ

る
。

○
米
献
上

献
米
に
つ
い
て
は
、「
御
用
人
方
日
記
」

に
は
一
部
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、「
報

民
倉
寄
付
帳
」
記
録
が
あ
る
。
実
際
は
金

銭
に
よ
る
献
米
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
記
録
上
は
籾
米
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
初
の
献
米
者
は
藩
医
中
村
玄
喜
で
九
月

二
十
九
日
籾
米
二
俵
を
献
じ
て
い
る
。
一

俵
以
上
の
献
米
者
は
二
一
人
に
の
ぼ
る
。

詳
細
は
【
表
二
】
の
通
り
で
あ
る
。
年
寄

鈴
木
弥
太
夫
の
十
二
俵
を
頭
に
、
同
川
澄

又
次
郎
、
同
佐
藤
半
助
、
同
渡
辺
登
（
崋

山
）、
加
判
勝
手
元
〆
真
木
重
郎
兵
衛
の

十
俵
、
用
人
市
川
茂
右
衛
門
、
同
八
木
八

右
衛
門
の
七
俵
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
も
ほ

ぼ
身
分
に
応
じ
て
献
米
し
て
い
る
。
さ
ら

に
士
分
以
下
の
者
五
九
人
の
献
米
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
小
頭
川
澄
織

右
衛
門
の
二
斗
、
他
の
小
頭
三
人
が
一
斗

五
升
、
他
の
五
五
人
は
一
斗
の
献
米
で
あ

る
。
献
米
の
総
合
計
は
約
一
四
〇
俵
、
献

米
者
八
〇
人
で
あ
る
。「
報
民
倉
寄
付
帳
」

に
は
、
農
民
町
民
の
米
の
納
入
の
記
載
は

な
い
。
武
士
金
田
丈
左
衛
門
の
報
民
倉
江

納
之
納
入
証
の
日
付
は
、
天
保
六
年
十
二

月
で
あ
る
が
、
町
人
広
中
六
太
夫
の
籾
米

三
十
俵
の
納
入
証
の
日
付
は
天
保
八
年
十

二
月
で
あ
る
。
あ
る
い
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
町
人
の
納
入
証
が
存
在
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
報
民
倉
の
元
米
は
藩
主
家
家

計
か
ら
捻
出
さ
れ
た
二
百
俵
と
家
臣
団
か

ら
の
献
米
と
で
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。最

初
に
献
米
し
た
の
は
九
月
二
十
九
日

医
師
中
村
玄
喜
二
俵
で
あ
る
。
続
い
て
十

月
六
日
渡
辺
崋
山
十
俵
、
十
月
二
十
九
日

目
付
役
斉
藤
式
右
衛
門
五
俵
が
あ
る
。
十

一
月
に
入
っ
て
、
十
一
月
二
日
者
頭
雪
吹

伊
織
五
俵
、
年
寄
佐
藤
半
助
十
俵
、
同
月

三
日
取
次
格
生
田
何
右
衛
門
三
俵
、
同
月

四
日
用
人
市
川
茂
右
衛
門
、
同
月
八
木
八

右
衛
門
七
俵
、
同
月
十
二
日
給
人
格
小
川

岑
右
衛
門
三
俵
、
同
十
五
日
側
取
次
鈴
木

孫
助
三
俵
、
ま
た
同
十
七
日
年
寄
鈴
木
弥

太
夫
十
俵
、
同
川
澄
又
次
郎
十
俵
、
勝
手

元
締
真
木
重
郎
兵
衛
十
俵
と
ほ
ぼ
同
じ
地

位
の
者
同
士
が
同
じ
日
に
同
じ
量
の
献
米

を
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
月
二
十

一
日
に
も
江
戸
の
側
用
人
二
人
が
同
日
同

量
の
献
米
を
し
て
い
る
。
報
民
倉
設
立
の

直
接
の
担
当
者
で
あ
る
村
奉
行
は
金
田
丈

左
衛
門
三
俵
【
写
真
】、
同
大
嶋
祐
左
衛

門
五
俵
の
献
米
で
あ
る
が
、
代
官
三
人
日

高
𠮷
左
衛
門
、
塩
谷
武
左
衛
門
、
稲
熊
補
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助
は
献
米
を
し
て
い
な
い
。

足
軽
は
、
足
軽
小
頭
の
一
人
が
二
斗
、

他
の
三
人
が
一
斗
五
升
、
足
軽
十
九
人
が

一
斗
の
献
米
、
下
役
人
は
元
締
下
役
、
坊

主
、
大
工
、
地
方
手
代
、
蔵
方
手
代
、
搗

屋
賄
、
浜
手
代
、
山
廻
、
町
廻
、
船
倉
番
、

屋
根
師
な
ど
三
十
五
人
が
一
斗
の
献
米
で

あ
る
。
な
お
献
米
の
日
付
を
見
る
と
、
足

軽
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
頭
と
同
一
で
あ
り
、

小
役
人
も
三
十
五
人
が
す
べ
て
同
一
の
日

付
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
同
輩
と
相
談
し

合
っ
て
納
め
た
と
思
わ
れ
る
。

写
真
は
金
田
丈
左
衛
門
が
籾
米
三
俵
を

報
民
倉
に
納
め
た
と
い
う
田
原
藩
か
ら
の

受
け
取
り
証
文
で
あ
る
。

【
写
真
】

　
　
　

覚

一　

籾
米　

三
俵

右
報
民
倉
江
納
之
訖

天
保
六
乙
未
年
十
二
月　

報
民

倉
印

　
　
　
　

金
田
丈
左
衛
門
殿

№ 年 月 日 俵 斗 升 天保８年役職 氏　名 通番
1 6 9 29 2 医師 中村玄喜 42
2 6 10 6 10 年寄 渡辺登（崋山） 4
3 6 10 29 5 目付役 斉藤式右衛門 24
4 6 11 2 5 物頭 雪吹伊織 11
5 6 11 2 10 年寄 佐藤半助 3
6 6 11 3 3 取次格 生田何右衛門 22
7 6 11 4 7 用人 市川茂右衛門 6
8 6 11 4 7 用人 八木八右衛門 9
9 6 11 12 3 給人格 小川岑右衛門 38
10 6 11 12 2 小頭 川澄織右衛門 112
11 6 11 12 1 5 小頭兼山目付 鈴木津右衛門 121
12 6 11 12 1 足軽 今井源七 123
13 6 11 12 1 足軽 弓組 川澄弥作 168
14 6 11 12 1 足軽 鉄砲組 中谷幾右衛門 157
15 6 11 12 1 足軽 鉄砲組 浅野武右衛門 163
16 6 11 12 1 足軽 弓組 矢田太五郎 174
17 6 11 12 1 足軽 鉄砲組 八木兵蔵 160
18 6 11 12 1 足軽 弓組 立花八十蔵 173
19 6 11 12 1 足軽 弓組 岩本瀬兵衛 171
20 6 11 12 1 足軽 鈴木金吾 不明
21 6 11 12 1 足軽 林吉次 不明
22 6 11 12 1 足軽 鉄砲組 中神岩平 不明
23 6 11 14 1 5 小頭 井上平蔵 不明
24 6 11 14 1 足軽 弓組 広中冨次郎 175
25 6 11 14 1 足軽 弓組 中神順次 170
26 6 11 14 1 足軽 弓組 鈴木孫次郎 176
27 6 11 14 1 足軽 弓組 太田八助 177
28 6 11 14 1 足軽 河合磯右衛門 158
29 6 11 14 1 足軽 弓組 沢辺仁平 169
30 6 11 15 3 側取次 鈴木孫助 18
31 6 11 16 1 5 小頭 大羽宇右衛門 122
32 6 11 16 1 足軽 鉄砲組 伊藤安平 162
33 6 11 16 1 足軽 鉄砲組 河合三次郎 156
34 6 11 17 12 年寄 鈴木弥太夫 1
35 6 11 17 10 年寄 川澄又次郎 2
36 6 11 17 10 勝手元締 真木重郎兵衛 5
37 6 11 18 1 旗奉行 三浦舎人 12
38 6 11 21 5 側用人 八木仙右衛門 8
39 6 11 21 5 側用人 小寺大八郎 10
40 6 11 21 1 元〆下役 神谷孫右衛門 125

№ 年 月 日 俵 斗 升 天保８年役職 氏　名 通番
41 6 11 21 1 元〆下役 井上雅蔵 118
42 6 11 22 5 長柄奉行格大嶋祐左衛門 14
43 6 11 22 3 用人 石川三蔵 7
44 6 11 24 1 坊主 小原嘉三 193
45 6 11 24 1 大工 三浦伝蔵 124
46 6 11 24 1 地方手代 山田又蔵 不明
47 6 11 24 1 地方手代 加藤牧右衛門 116
48 6 11 24 1 地方手代 内山昌兵衛 127
49 6 11 24 1 地方手代 鈴木文助 不明
50 6 11 24 1 蔵方手代 太田源右衛門 129
51 6 11 24 1 搗屋賄 大羽順助 153
52 6 11 24 1 搗屋賄 川上庄右衛門 130
53 6 11 24 1 搗屋賄 鈴木又一郎 131
54 6 11 24 1 浜手代 山口平内 134
55 6 11 24 1 浜手代 小野梅治 135
56 6 11 24 1 浜手代 山田善兵衛 136
57 6 11 24 1 浜手代 奥田彦右衛門 137
58 6 11 24 1 浜手代 杉浦半蔵 138
59 6 11 24 1 浜手代 光浦伝吉 139
60 6 11 24 1 浜手代 原野民蔵 140
61 6 11 24 1 浜手代 小崎喜久左衛門 141
62 6 11 24 1 浜手代 坪井茂七 142
63 6 11 24 1 浜手代 近藤太郎兵衛 143
64 6 11 24 1 山廻 佐野小兵衛 144
65 6 11 24 1 山廻 井上半吾 146
66 6 11 24 1 山廻 山田仁左衛門 147
67 6 11 24 1 山廻 下村弥左衛門 148
68 6 11 24 1 和地村山廻香田金兵衛 149
69 6 11 24 1 馬草山廻 八木周平 145
70 6 11 24 1 町廻 浅野儀兵衛 132
71 6 11 24 1 町廻 伴弥三右衛門 150
72 6 11 24 1 町廻 土井三弥 不明
73 6 11 24 1 町廻 慶徳七郎右衛門 152
74 6 11 24 1 船倉番 鈴木又右衛門 154
75 6 11 24 1 屋根師 山本権右衛門 155
76 6 11 24 1 元〆下役 土井作右衛門 126
77 6 11 26 3 村奉行 金田丈左衛門 17
78 6 11 27 1 5 給人格 萱生源左衛門 41
79 7 1 10 15 医師 雪吹龍保 医師
80 7 8 3 1 供中小姓 近藤三太夫 78

【表二】報民倉献米表
	 （天保）	 （籾米）	 （天保）	 （籾米）

（「報民倉寄附帳」「天保8年分限帳」による。なお「通番」は同分限帳により田原市博物館作成のおおよそ
の席次である。）
田原藩では1俵は4斗2升詰。125俵＋60斗＋20升＝139．8俵。



6

印
章

作
品
名

制
作
年

材
質
描
法

寸
法

款
記

出
典
と
作
品
番
号

白
文
方
形
印

維
摩
居
士

文
化
11

紙
本
墨
画

73.5

×52.8

文
化
甲
戌
十
二
月
十
六
日
摸
成

定
本
67　

中
日
13

﹇
華
山
﹈（
現
存
　
両
面
印
）

寓
画
斉
摸
本

白
文
円
印

野
鹿
図

文
化
12

紙
本
淡
彩

122.0

×34.0

乙
亥
春
正
写
于
寓
画
堂
東
窓
下

定
本
46　

遺
墨
6　

錦
心
17

﹇
邊
静
﹈

（
併
印　

朱
文
方
廓
印
﹇
寓
画
斉
﹈　

白
文
長
方
印
﹇
山
水
清
音
﹈

華
山
靜

中
日
14　

田
原
46　

豊
橋
7

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈）

常
葉
6

一
路
功
名
図

文
化
12

紙
本
淡
彩

128.0

×33.0

乙
亥
春
日
写
于
寓
画
斉　

崋
山

定
本
74　

錦
心
19　

中
日
15

（
併
印　

朱
文
方
廓
印
﹇
寓
画
斉
﹈　

白
文
長
方
印
﹇
山
水
清
音
﹈）

師
友
21

西
王
母
図

文
化
13

絹
本
着
色

25.0
×41.0

丙
子
冬
十
月
写
于
寓
絵
堂

定
本
18　

遺
墨
5　

中
日
18

（
併
印　

朱
文
方
廓
印
﹇
寓
画
斉
﹈）

東
窓
下　

華
山
静

栃
木
12　

田
原
43　

豊
橋
12

常
葉
10　

神
髄
8

海
鶴
遐
齢
図

文
化
13

紙
本
淡
彩

132.5

×45.6
海
鶴
遐
齢
図　

丙
子
孟
夏

錦
心
28　

神
髄
9

（
併
印　

朱
文
方
印
﹇
松
窓
﹈）

華
山
静
写

朱
文
方
廓
印

野
鹿
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

﹇
寓
画
斉
﹈

一
路
功
名
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

竹
鶏
小
禽
図

文
化
12

絹
本
着
色

126.0

×54.0

文
化
乙
亥
晩
冬
写　

華
山
邊
静

定
本
45　

錦
心
18　

豊
橋
9

（
併
印　

白
文
長
方
印
﹇
山
水
清
音
﹈）

常
葉
7

追
記　
「
文
晁
画
談
」（
文
化
八
年
）
の
一
筆
画
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

田
安
家
ニ
蔵
セ
ラ
ル
ル
沈
南
蘋
所
画
六
枚
折
屏
風
有
リ　

外
装
共
ニ
唐
山
ノ
制
ナ
リ　

其
内
ニ
海
鶴
延
齢
図
ア
リ　

其
波

　
　
　
　
　
　

清
済
貫
河
図
ニ
因
テ
画
ケ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ　

如
此
モ
ノ
ヲ
画
キ
其
間
ニ
波
浪
ノ
皴
ヲ
ナ
セ
リ　

予
ガ
見
タ
ル
ハ
若
年
ノ

　
　
　
　
　
　

頃
ニ
テ
唯
奇
ナ
ル
事
ヲ
画
ケ
ル
ト
ノ
ミ
思
テ
此
事
ヲ
知
ラ
ス
縮
図
ヲ
サ
ヘ
セ
ナ
リ
シ
ヲ
悔
ユ

文
晁
が
若
い
時
に
南
瀕
の
「
海
鶴
延
齢
図
」
に
珍
し
い
波
形
を
見
、
縮
図
さ
え
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
文
章
で
す
が
、
文
化
十
三
年
の
崋
山

の
「
海
鶴
遐
齢
図
」
も
南
蘋
の
影
響
を
受
け
た
作
品
で
す
。
松
平
定
信
と
文
晁
、
文
晁
と
崋
山
、
文
政
三
年
の
「
辛
巳
画
稿
」
に
あ
る
「
写
山
楼
呈
楽
翁
老
侯　

登
書
」
の
菊

図
の
記
載
な
ど
か
ら
、崋
山
は
田
安
家
の
こ
の
「
海
鶴
延
齢
図
」
を
参
考
に
描
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
海
鶴
遐
齢
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
波
形
は
文
化
十
二
年
の
「
一

路
功
名
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
波
形
と
違
う
こ
と
に
も
興
味
を
引
か
れ
ま
す
。「
海
鶴
遐
齢
図
」
は
波
形
に
も
注
目
し
た
い
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

渡
辺
崋
山
　
初
期
の
作
品
と
印
章
　
後
編

渡
辺
崋
山
　
初
期
の
作
品
と
印
章
　
後
編

研
究
会
員
　

研
究
会
員
　

中

村

正

子

中

村

正

子

人
物
愛
虎
図

文
化
12

紙
本
淡
彩

124.5

×48.5

文
化
乙
亥
春
日
倣
馮
象
仙
之
図

定
本
17　

豊
橋
8　

神
髄
6

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈）

　

華
山
静
写

日
本
文
人
画
Ⅱ
14

西
王
母
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

三
十
六
歌
仙
図

文
化
13

紙
本
着
色

26.8

×908.0

光
琳
法
悦
三
十
六
歌
仙
一
巻

定
本
20　

豊
橋
11　

神
髄
31

（
併
印　

白
文
小
印
﹇
崋
山
﹈
後
捺
か
）

（
巻
子
装
）

文
化
丙
子
孟
秋
摸
成　

前
摸

怱
々
不
経
意
恐
与
元
本
違
又

不
可
図
者
也　

寓
絵
堂
画
本

白
文
連
印

渓
山
尋
秋

文
化
8

紙
本
淡
彩

133.2

×63.0

辛
未
春
日　

華
山

錦
心
13

﹇
邊
静
・
子
安
﹈

歳
寒
二
雅

文
化
9

紙
本
淡
彩

137.0

×36.7

壬
申
暮
秋　

華
山

錦
心
15

（
併
印　

白
文
方
形
印
大
﹇
華
山
﹈）

唐
山
水
図

文
化
11

紙
本
淡
彩

150.0

×44.0

文
化
甲
戌
初
秋
五
日
摹

定
本
1　

中
日
11　

栃
木
29

　

（
併
印　

朱
文
二
重
廓
長
方
印
﹇
全
楽
堂
﹈）

寓
画
斉

田
原
56　

豊
橋
3　

常
葉
2

蘆
汀
双
鴨
図

文
化
11

絹
本
着
色

103.0

×36.8

文
化
甲
戌
秋
九
月
晦
日
写
于

定
本
44　

豊
橋
6　

常
葉
5

寓
画
堂　

華
山
邊
静

神
髄
4

呂
公
釣
渭
図

文
化
13

絹
本
着
色

25.0

×41.0

丙
子
春
三
月
十
有
六
日
為

定
本
19　

錦
心
27　

中
日
17

高
嶌
君
写　

華
山
静

豊
橋
11　

神
髄
7

芙
蓉
双
鷺
図

文
化
13

紙
本
着
色

110.0

×38.0

丙
子
晩
夏
辛
辰
華
山
静
写

画
譜　

錦
心
26　

中
日
19

（
秋
汀
白
鷺
図
）

水
飲
山
鳥
図

文
化
13

絹
本
着
色

107.2

×37.3

丙
子
夏
日
華
山
静
写

栃
木
11　

古
美
術

（
梅
花
山
鵲
図
）

秋
草
弧
鴨
図

二
十
代
前
半
か

紙
本
淡
彩

103.1

×22.4

華
山
静

定
本
58　

豊
橋
10　

常
葉
8

牡
丹
図
稿

紙
本
着
色

131.2

×53.0

法
惲
正
叔
意
婁
東
顧
其
復

定
本
59　

中
日
25　

豊
橋
28

（
椿
山
所
蔵
の
も
の
）

常
葉
38

醉
李
白
図

二
十
代
前
半
か

絹
本
着
色

111.0

×47.0

臣
登
謹
写

定
本
68　

中
日
31

佐
藤
一
斎
像

文
政
4

絹
本
着
色

81.0

×50.0

文
政
辛
巳
孟
秋
下
澣
受
業
弟
子

定
本
29　

錦
心
58　

中
日
20

渡
邊
登
拝
手
敬
写

栃
木
4　

田
原
5　

豊
橋
16

師
友
2　

神
髄
86　

古
美
術

張
仲
景
像

文
政
5

絹
本
着
色

99.0

×36.0

華
山
邊
登
拝
写

定
本
22　

錦
心
75　

中
日
30

田
原
39　

豊
橋
29　

常
葉
18

藤
原
惺
窩
像

文
政
6

絹
本
着
色

105.5

×35.9

水
府
所
蔵
狩
野
永
納
原
図

定
本
21　

中
日
23　

豊
橋
20

（
癸
未
画
稿
に
あ
り
）

文
政
癸
未
五
月
渡
邊
登
謹
摸

常
葉
17

飲
馬
図

文
政
7

絹
本
着
色

75.0

×45.0

甲
申
夏
四
月
倣
趙
松
雪
之
筆
意

定
本
69　

錦
心
74　

中
日
24

製
之
然
未
知
果
似
否　

華
山
渡
邊
登

名
花
十
友
図

文
政
9

絹
本
着
色

120.0

×41.0

丙
戌
六
月
念
二
日
写
於
全
楽
堂

定
本
48　

錦
心
81　

中
日
36



7

人
物
愛
虎
図

文
化
12

紙
本
淡
彩

124.5

×48.5

文
化
乙
亥
春
日
倣
馮
象
仙
之
図

定
本
17　

豊
橋
8　

神
髄
6

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈）

　

華
山
静
写

日
本
文
人
画
Ⅱ
14

西
王
母
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

三
十
六
歌
仙
図

文
化
13

紙
本
着
色

26.8

×908.0

光
琳
法
悦
三
十
六
歌
仙
一
巻

定
本
20　

豊
橋
11　

神
髄
31

（
併
印　

白
文
小
印
﹇
崋
山
﹈
後
捺
か
）

（
巻
子
装
）

文
化
丙
子
孟
秋
摸
成　

前
摸

怱
々
不
経
意
恐
与
元
本
違
又

不
可
図
者
也　

寓
絵
堂
画
本

白
文
連
印

渓
山
尋
秋

文
化
8

紙
本
淡
彩

133.2

×63.0

辛
未
春
日　

華
山

錦
心
13

﹇
邊
静
・
子
安
﹈

歳
寒
二
雅

文
化
9

紙
本
淡
彩

137.0

×36.7

壬
申
暮
秋　

華
山

錦
心
15

（
併
印　

白
文
方
形
印
大
﹇
華
山
﹈）

唐
山
水
図

文
化
11

紙
本
淡
彩

150.0

×44.0

文
化
甲
戌
初
秋
五
日
摹

定
本
1　

中
日
11　

栃
木
29

　

（
併
印　

朱
文
二
重
廓
長
方
印
﹇
全
楽
堂
﹈）

寓
画
斉

田
原
56　

豊
橋
3　

常
葉
2

蘆
汀
双
鴨
図

文
化
11

絹
本
着
色

103.0

×36.8

文
化
甲
戌
秋
九
月
晦
日
写
于

定
本
44　

豊
橋
6　

常
葉
5

寓
画
堂　

華
山
邊
静

神
髄
4

呂
公
釣
渭
図

文
化
13

絹
本
着
色

25.0

×41.0

丙
子
春
三
月
十
有
六
日
為

定
本
19　

錦
心
27　

中
日
17

高
嶌
君
写　

華
山
静

豊
橋
11　

神
髄
7

芙
蓉
双
鷺
図

文
化
13

紙
本
着
色

110.0

×38.0

丙
子
晩
夏
辛
辰
華
山
静
写

画
譜　

錦
心
26　

中
日
19

（
秋
汀
白
鷺
図
）

水
飲
山
鳥
図

文
化
13

絹
本
着
色

107.2

×37.3

丙
子
夏
日
華
山
静
写

栃
木
11　

古
美
術

（
梅
花
山
鵲
図
）

秋
草
弧
鴨
図

二
十
代
前
半
か

紙
本
淡
彩

103.1

×22.4

華
山
静

定
本
58　

豊
橋
10　

常
葉
8

牡
丹
図
稿

紙
本
着
色

131.2

×53.0

法
惲
正
叔
意
婁
東
顧
其
復

定
本
59　

中
日
25　

豊
橋
28

（
椿
山
所
蔵
の
も
の
）

常
葉
38

醉
李
白
図

二
十
代
前
半
か

絹
本
着
色

111.0

×47.0

臣
登
謹
写

定
本
68　

中
日
31

佐
藤
一
斎
像

文
政
4

絹
本
着
色

81.0
×50.0

文
政
辛
巳
孟
秋
下
澣
受
業
弟
子

定
本
29　

錦
心
58　

中
日
20

渡
邊
登
拝
手
敬
写

栃
木
4　

田
原
5　

豊
橋
16

師
友
2　

神
髄
86　

古
美
術

張
仲
景
像

文
政
5

絹
本
着
色

99.0

×36.0
華
山
邊
登
拝
写

定
本
22　

錦
心
75　

中
日
30

田
原
39　

豊
橋
29　

常
葉
18

藤
原
惺
窩
像

文
政
6

絹
本
着
色

105.5

×35.9
水
府
所
蔵
狩
野
永
納
原
図

定
本
21　

中
日
23　

豊
橋
20

（
癸
未
画
稿
に
あ
り
）

文
政
癸
未
五
月
渡
邊
登
謹
摸

常
葉
17

飲
馬
図

文
政
7

絹
本
着
色

75.0

×45.0

甲
申
夏
四
月
倣
趙
松
雪
之
筆
意

定
本
69　

錦
心
74　

中
日
24

製
之
然
未
知
果
似
否　

華
山
渡
邊
登

名
花
十
友
図

文
政
9

絹
本
着
色

120.0

×41.0

丙
戌
六
月
念
二
日
写
於
全
楽
堂

定
本
48　

錦
心
81　

中
日
36



8

窓
下
時
快
風
従
江
上
来
真
成

田
原
18　

豊
橋
25　

常
葉
37

赤
脚
覆
層
氷　

渡
邊
登

師
友
19　

神
髄
12

秋
卉
雙
鵞
図

文
政
年
間

絹
本
着
色

124.0

×55.0

臣
渡
邊
登
謹
写

定
本
78　

錦
心145　

中
日
32

白
鵞
遊
魚
図

文
政
年
間

絹
本
着
色

124.0

×55.0

臣
渡
邊
登
謹
写

定
本
60　

錦
心146　

中
日
33

牡
丹
図
（
双
幅
）

文
政
年
間
か

絹
本
着
色

臣
登

「
崋
山
会
報
」
第
50
号

絹
本
着
色

臣
登

（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

朱
文
方
形
印

一
掃
百
態
図

文
政
元

紙
本
墨
画

26.4

×19.5

文
政
新
元
青
龍
宿
戊
寅
仲
冬
望

定
本
42　

錦
心
43　

画
譜

﹇
華
山
﹈

（
併
印　

白
文
角
丸
方
印
﹇
江
戸
乃
人
﹈）

（
淡
彩
冊
子
装
）
前
二
日　

江
戸
華
山
渡
邊
登
識

中
日
82　

栃
木
14　

田
原
23

豊
橋
15　

常
葉
12　

師
友
24

神
髄
76　

古
美
術

白
文
方
形
印
大

歳
寒
二
雅
（
白
文
連
印
﹇
邊
静
・
子
安
﹈
の
項
参
照
）

﹇
華
山
﹈

朱
文
連
印

倣
古
四
時
山
水

文
化
14

紙
本
淡
彩

134.5

×70.3

是
米
仁
画
法
也　

華
山
倣
其
意

遺
墨
9　

錦
心
36

﹇
邊
・
静
﹈

（
併
印　

白
文
長
方
印
﹇
華
山
﹈）（
六
幅
一
連
の
内
の
②
）

于
時
文
化
丁
丑
春
日
於
寓
絵
堂
峻

東
籬
傲
骨

文
化
14

紙
本
淡
彩

128.3

×53.0

東
籬
傲
骨
茲
時
丁
丑
冬
看
徐
子
仁

錦
心
30

秋
兎
之
図
其
中
菊
花
殊
清
妍
因

法
其
意　

華
山

坪
内
老
大
人
像

文
政
元

絹
本
着
色

149.9

×73.5

文
政
新
元
秋
八
月
十
有
八
日

定
本
26　

豊
橋
14　

常
葉
13

渡
邊
定
静
写

神
髄
78

菊
花
雙
雀
図

文
政
元

絹
本
着
色

49.8

×53.7

文
政
新
元
秋
八
月
二
十
日
写

画
譜　

神
髄
10

（
秋
草
小
禽
図
）

於
全
楽
堂　

華
山
邊
静

宋
周
元
公
濂
溪
先
生
像　

文
政
3

絹
本
淡
彩

87.5

×33.5

文
政
庚
辰
夏
四
月
望
写
於

遺
墨
13　

田
原
38

（
併
印　

白
文
小
楕
円
印
﹇
松
窓
﹈）

全
楽
堂　

華
山
登

備
後
公
題
桜

文
政
初
期

絹
本
着
色

90.9
×54.5

登
謹
写

遺
墨
78

白
文
長
方
印

王
羲
之
図

文
化
10

紙
本
着
色

103.9

×28.0

文
化
癸
酉
夏
日
写
于
写
物
堂

遺
墨
2　

神
髄
3

﹇
華
山
﹈

東
窓
下　

華
山

倣
古
四
時
山
水

文
化
14

紙
本
淡
彩

134.5

×70.3
①
帆
影
半
飛
江
水
外　

鐘
声

遺
墨
9　

錦
心
36

（
六
幅
一
漣
）

　

多
在
石
林
東

（
②
は
併
印　

朱
文
連
印
﹇
邊
・
静
」）

②
是
米
友
仁
画
法
也　

華
山
師

　

其
意　

于
時
文
化
丁
丑
春

　

於
寓
絵
堂
峻

③
清
漂
揚
釣　

華
山
静

④
丁
丑
晩
春
写　

華
山

⑤
華
山

⑥
倣
藍
瑛
筆
意　

華
山

蘆
芙
蓉
双
鴨
図

文
化
年
間

紙
本
淡
彩

129.4

×30.6

華
山
邊
静

神
髄
5

花
禽

文
政
3

紙
本
着
色

134.2

×56.1

是
南
瀕
沈
氏
画
法
也　

華
山
師

錦
心
54

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈　

白
文
長
方
印
﹇
摹
古
﹈）

其
意　

時
文
政
庚
辰
二
月
朔
於

全
楽
堂
竣

雨
宿
（
双
幅
）

文
政
年
間

紙
本
淡
彩

119.0

×52.5

渡
邊
登
筆

遺
墨
29　

錦
心
70　

田
原
80

（
樹
陰
避
雨
之
図
）

陶
弘
景
聴
松
風

文
政
年
間

紙
本
淡
彩

96.7

×27.3

陶
弘
景
聴
松
風　

登

遺
墨
27

朱
文
方
印

海
鶴
退
齢
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

﹇
松
窓
﹈

白
文
小
楕
円
印

風
雨
泊
舟

文
化
14

絹
本
淡
彩

27.2

×53.0

風
雨
泊
舟　

丁
丑
春
日　

華
山

錦
心
38

﹇
松
窓
﹈

牡
丹

文
政
2

紙
本
墨
画

16.0

×44.8

己
卯
夏
六
月
廿
三
適
倣

日
本
文
人
画
Ⅱ
39
︲
2

（
併
印　

白
文
長
方
印
﹇
摹
古
﹈）

扇
面
画

銭
舜
擧　

華
山
邊
登

（
泉
石
清
緑
帖
）

宋
周
元
公
濂
溪
先
生
像

（
朱
文
連
印
﹇
邊
・
静
﹈
の
項
参
照
）

白
文
方
印

福
禄
寿
図

文
化
10

絹
本
淡
彩

151.3

×71.2

文
化
癸
酉
晩
冬　

華
山
写

ベ
ル
リ
ン
美
術
館133

﹇
華
山
﹈

（
併
印　

朱
文
小
瓢
印
﹇
登
﹈）

夏
山
欲
雨
図

文
政
3

紙
本
水
墨

129.2

×56.8

文
政
庚
辰
季
夏
法
米
襄
陽

錦
心
56　

神
髄
34

（
併
印　

朱
文
長
方
印
﹇
脳
髄
頭
目
﹈）

筆
意　

時
迎
総
房
快
風
於

全
楽
堂
竣　

華
山

調
馬
図
巻

文
政
8

紙
本
墨
画

28.0

×700.0

文
政
乙
酉
晩
穐
写

ス
ケ
ッ
チ

（
松
前
牧
士
曲
馬
図
巻
）

崋
山
樵
者
登

飛
雀

文
政
年
間
か

紙
本
淡
彩

33.3

×39.4

華
山
人
戯
墨

錦
心
68

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈）

朱
文
亀
甲
印

野
鹿
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

﹇
登
﹈

人
物
愛
虎
図
（
朱
方
廓
印
﹇
寓
画
斉
﹈
の
項
参
照
）

花
禽
（
白
文
長
方
印
﹇
崋
山
﹈
の
項
参
照
）

飛
雀
（
白
文
方
印
﹇
華
山
﹈
の
項
参
照
）

牡
丹
金
鶏

文
政
4
か

紙
本
着
色

129.7

×48.8

華
山

錦
心
22
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④
丁
丑
晩
春
写　

華
山

⑤
華
山

⑥
倣
藍
瑛
筆
意　

華
山

蘆
芙
蓉
双
鴨
図

文
化
年
間

紙
本
淡
彩

129.4

×30.6

華
山
邊
静

神
髄
5

花
禽

文
政
3

紙
本
着
色

134.2

×56.1

是
南
瀕
沈
氏
画
法
也　

華
山
師

錦
心
54

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈　

白
文
長
方
印
﹇
摹
古
﹈）

其
意　

時
文
政
庚
辰
二
月
朔
於

全
楽
堂
竣

雨
宿
（
双
幅
）

文
政
年
間

紙
本
淡
彩

119.0

×52.5

渡
邊
登
筆

遺
墨
29　

錦
心
70　

田
原
80

（
樹
陰
避
雨
之
図
）

陶
弘
景
聴
松
風

文
政
年
間

紙
本
淡
彩

96.7

×27.3

陶
弘
景
聴
松
風　

登

遺
墨
27

朱
文
方
印

海
鶴
退
齢
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

﹇
松
窓
﹈

白
文
小
楕
円
印

風
雨
泊
舟

文
化
14

絹
本
淡
彩

27.2

×53.0

風
雨
泊
舟　

丁
丑
春
日　

華
山

錦
心
38

﹇
松
窓
﹈

牡
丹

文
政
2

紙
本
墨
画

16.0

×44.8

己
卯
夏
六
月
廿
三
適
倣

日
本
文
人
画
Ⅱ
39
︲
2

（
併
印　

白
文
長
方
印
﹇
摹
古
﹈）

扇
面
画

銭
舜
擧　

華
山
邊
登

（
泉
石
清
緑
帖
）

宋
周
元
公
濂
溪
先
生
像

（
朱
文
連
印
﹇
邊
・
静
﹈
の
項
参
照
）

白
文
方
印

福
禄
寿
図

文
化
10

絹
本
淡
彩

151.3

×71.2

文
化
癸
酉
晩
冬　

華
山
写

ベ
ル
リ
ン
美
術
館133

﹇
華
山
﹈

（
併
印　

朱
文
小
瓢
印
﹇
登
﹈）

夏
山
欲
雨
図

文
政
3

紙
本
水
墨

129.2

×56.8

文
政
庚
辰
季
夏
法
米
襄
陽

錦
心
56　

神
髄
34

（
併
印　

朱
文
長
方
印
﹇
脳
髄
頭
目
﹈）

筆
意　

時
迎
総
房
快
風
於

全
楽
堂
竣　

華
山

調
馬
図
巻

文
政
8

紙
本
墨
画

28.0
×700.0

文
政
乙
酉
晩
穐
写

ス
ケ
ッ
チ

（
松
前
牧
士
曲
馬
図
巻
）

崋
山
樵
者
登

飛
雀

文
政
年
間
か

紙
本
淡
彩

33.3

×39.4

華
山
人
戯
墨

錦
心
68

（
併
印　

朱
文
亀
甲
印
﹇
登
﹈）

朱
文
亀
甲
印

野
鹿
図
（
白
文
円
印
﹇
邊
静
﹈
の
項
参
照
）

﹇
登
﹈

人
物
愛
虎
図
（
朱
方
廓
印
﹇
寓
画
斉
﹈
の
項
参
照
）

花
禽
（
白
文
長
方
印
﹇
崋
山
﹈
の
項
参
照
）

飛
雀
（
白
文
方
印
﹇
華
山
﹈
の
項
参
照
）

牡
丹
金
鶏

文
政
4
か

紙
本
着
色

129.7

×48.8

華
山

錦
心
22
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（「
辛
巳
画
稿
」に
あ
り
）

蘆
雁

文
政
6
か

紙
本
墨
画

94.8

×36.4

法
雪
舟　

登

錦
心
72

（「
癸
未
画
稿
」に
あ
り
）

月
梅

文
政
6
か

紙
本
淡
彩

180.6

×98.1

華
山
樵
者
登
写

錦
心
67

（
併
印　

白
文
角
丸
方
印
﹇
江
戸
乃
人
」　

朱
文
長
方
印
﹇
全
楽
堂
記
﹈）

（「
癸
未
画
稿
」に
あ
り
）

　

渡
辺
崋
山
初
期
の
代
表
作
「
亀
台
金
母
図
」「
関
羽
像
」
は
後
捺
印
と
思
わ
れ
「
関
帝
像
」
は
無
印
の
た
め
取
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
考
文
献

定
本	

「
定
本　

渡
辺
崋
山
」　

一
九
九
一
年
三
月　

株
式
会
社
郷
土
出
版
社

遺
墨	

「
渡
辺
崋
山
遺
墨
帖
」　

明
治
四
四
年
三
月　

崋
山
会

画
譜	

「
崋
山
先
生
畫
譜
」　

昭
和
三
年
八
月	

恩
賜
京
都
博
物
館
編

錦
心	

「
渡
邊
崋
山
先
生
錦
心
図
譜
」　

昭
和
十
五
年
五
月　

国
書
刊
行
会

中
日	

「
崋
山
」　

昭
和
三
七
年
十
月　

東
京
中
日
新
聞
出
版
局

栃
木	

「
武
士
と
文
人
と
の
間
で　

渡
辺
崋
山
展
」　

昭
和
五
九
年
二
月　

栃
木
県
立
美
術
館

田
原	

「
崋
山
名
作
集
」　

昭
和
六
十
年
十
二
月　

愛
知
県
田
原
町
・
田
原
町
教
育
委
員
会
・
崋
山
会

豊
橋	

「
渡
辺
崋
山
展
」　

昭
和
六
一
年
十
月　

豊
橋
市
美
術
博
物
館

常
葉	

「
崋
山
名
品
展
」　

平
成
元
年
十
月　

常
葉
美
術
館

師
友	

「
渡
辺
崋
山
と
そ
の
師
友
展
」　

平
成
五
年
四
月　

田
原
町
博
物
館

神
髄	

「
渡
辺
崋
山
の
神
髄
」　

平
成
三
十
年
九
月　

田
原
市
博
物
館

古
美
術	

「
古
美
術
」
第
７
０
号　

特
集
渡
辺
崋
山　

昭
和
五
九
年
四
月　

三
彩
新
社

日
本
文
人
画
Ⅱ　
「
日
本
文
人
画
展
Ⅱ
」　

平
成
八
年
四
月　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

ベ
ル
リ
ン
美
術
館　
「
ベ
ル
リ
ン
美
術
館
３
」
平
成
五
年
七
月　

角
川
書
店

ス
ケ
ッ
チ　
「
渡
辺
崋
山　

ス
ケ
ッ
チ
と
デ
ッ
サ
ン
」　

一
九
七
一
年
五
月　

岩
崎
美
術
社

文
晁
画
談　
「
写
山
楼
谷
文
晁
」　

一
九
七
九
年　

栃
木
県
立
美
術
館

Ⅰ　白文方形印［華山］（両面印） Ⅱ　白文円印［邊静］ Ⅲ　朱文方廓印［寓画斉］

Ⅳ　白文連印［邊静・子安］ ①　朱文連印［邊・静］ ②　白文長方印［華山］

⑤　白文方印［華山］ 白文方形印大［華山］ Ⅴ　朱文方形印［華山］

③　白文小楕円印［松窓］ ④　朱文方印［松窓］ 白文長方印［摹古］

＊朱文亀甲印［登］ 朱文小瓢印 [登]
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Ⅰ　白文方形印［華山］（両面印） Ⅱ　白文円印［邊静］ Ⅲ　朱文方廓印［寓画斉］

Ⅳ　白文連印［邊静・子安］ ①　朱文連印［邊・静］ ②　白文長方印［華山］

⑤　白文方印［華山］ 白文方形印大［華山］ Ⅴ　朱文方形印［華山］

③　白文小楕円印［松窓］ ④　朱文方印［松窓］ 白文長方印［摹古］

＊朱文亀甲印［登］ 朱文小瓢印 [登]
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最
優
秀
賞

お
母
さ
ん
が
、
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
二
年
生
の
こ
ろ
に
習
字
で
「
か
ざ
ん
」
と
書
い
た
も
の

が
崋
山
会
館
に
か
ざ
ら
れ
た
よ
ね
。」

と
。
く
わ
し
く
話
を
聞
く
と
、
私
の
通
っ
て
い
る
習
字
教
室

で
書
い
た
も
の
が
、
崋
山
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
て
、
崋
山

会
館
に
か
ざ
っ
て
も
ら
え
た
の
で
、
家
族
で
見
に
行
っ
た
そ

う
で
す
。
私
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
お
母
さ
ん

に
写
真
と
賞
状
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い

て
、
少
し
渡
辺
崋
山
に
興
味
を
も
ち
、「
偉
人
物
語
渡
辺
崋

山
」
を
読
み
ま
し
た
。

偉
人
と
は
、「
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
成
し
と
げ
、
多
く
の
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
」
だ
そ
う
で
す
。
渡
辺
崋
山
は
、
今
で

も
名
前
が
残
る
す
ご
い
人
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
本
に
は
、
渡
辺
崋
山
の
生
ま
れ
た
こ
ろ
か
ら
亡
く
な

る
ま
で
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
、
渡
辺
崋
山
は
、
私
と
同

じ
年
の
こ
ろ
に
は
大
学
者
に
な
る
と
い
う
志
を
も
ち
勉
学

に
は
げ
み
、
家
族
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
絵
の
勉
強
を

し
た
そ
う
で
す
。
私
は
ま
だ
志
も
な
く
、
た
だ
学
校
に
行
っ

て
な
ん
と
な
く
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
正
直
、
勉
強
は
好
き

で
は
な
い
で
す
が
、
渡
辺
崋
山
の
よ
う
に
志
や
夢
を
も
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
今
よ
り
も
っ
と
勉
強
に
は
げ
む
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
渡
辺
崋
山
は
自
分
よ
り
も
周
り
を
思

い
や
れ
る
人
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
渡
辺
崋
山
は
貧
乏
な

家
庭
に
育
っ
た
の
で
、
人
が
困
っ
て
い
る
と
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
考
え
て
そ
の
人
を
助
け
た
そ
う
で
す
。
自
分
の
着
物

を
ぬ
い
で
人
に
あ
げ
た
り
、
飢
饉
の
時
に
は
ご
は
ん
を
減
ら

し
て
、
そ
の
米
を
困
っ
て
い
る
人
に
与
え
ま
し
た
。
天
保
七

年
に
田
原
が
飢
饉
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
渡
辺
崋
山
は
家
で

療
養
中
で
し
た
が
、
田
原
に
い
る
殿
様
へ
「
凶
荒
心
得
書
」

と
い
う
書
き
物
を
届
け
、
人
々
を
助
け
よ
う
と
し
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
は
、
飢
饉
の
と
き
に
は
、
殿
様
や
役
人
た
ち
が

ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
く
わ
し
く
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
中
の
「
農
民
が
あ
る
か
ら
こ
そ
殿
様

が
あ
る
の
で
、
殿
様
が
あ
る
か
ら
農
民
が
あ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
考
え
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
上
に

立
つ
人
は
、
下
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
支
え

て
い
る
人
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
国
は

発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
は
、
最
後
は
罪
人
と
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
人
を
憎
み
、
世
を
恨
む
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

生
き
て
い
る
間
は
、
世
間
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
世
界
の
事
情
を
よ
く
学
び
、
日
本

の
未
来
を
心
配
す
る
人
で
し
た
。
崋
山
が
亡
く
な
っ
て
世
の

中
が
変
わ
っ
て
か
ら
、
彼
の
偉
大
さ
が
人
々
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
渡
辺
崋
山
と
い
う
人
物
に
つ
い

て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
身
近
に
素

晴
ら
し
い
人
物
が
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
お
ど
ろ
い
た
し
、

ほ
こ
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
田
原
に
住
ん

で
い
る
の
だ
か
ら
、
渡
辺
崋
山
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
渡
辺
崋
山
が
描
い
た
田
原
の
風

景
を
見
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

偉
人
物
語
渡
辺
崋
山
を
読
ん
で

田
原
市
立
福
江
小
学
校  

六
年
　
森
本
友
菜

「
偉
人
物
語
　
渡
辺
崋
山
」

　
　
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人

崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋

山
先
生
の
功
績
を

後
世
に
伝
承
す
る

事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
市
内
小

学
六
年
生
に
対
し
、「
偉
人
物
語　

渡
辺
崋
山
」
の
冊
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
想
文
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
七
四
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

最
終
選
考
に
お
い
て
選
ば
れ
た
二
九
点
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
一
点
と
優
秀
賞
五
点
の
作
品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
童
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
の
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局
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優
秀
賞

崋
山
先
生
は
、
わ
た
し
達
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
崋
山
先
生

は
責
任
感
が
強
く
、
人
の
た
め
に
行
動
が
で
き
る
す
ご
い
人

だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
人
の
た
め
に
う
ま
く
行
動
が

で
き
ま
せ
ん
。

「
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
か
な
。」

と
考
え
て
し
ま
い
、
行
動
に
う
つ
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。
な
の
で
、
わ
た
し
も
崋
山
先
生
の
よ
う
に
、
人
の
た
め

に
小
さ
な
こ
と
で
も
や
り
き
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
崋
山
先
生
が
田
原
の
民
の
た
め
に
報
民
倉
を

建
て
た
こ
と
に
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
真

っ
先
に
自
分
の
絵
を
売
り
、
米
十
ぴ
ょ
う
を
こ
の
倉
に
寄
ふ

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
報
民
倉
が
完
成
し
た
翌
年
に
、
大
き

き
ん
が
日
本
を
お
そ
い
ま
し
た
。
田
原
で
も
作
物
が
育
た

ず
、
う
え
死
に
し
そ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
で
ま
し
た
。
し
か

し
、
崋
山
先
生
の
建
て
た
報
民
倉
の
お
か
げ
で
、
田
原
で
う

え
死
に
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
崋
山
先
生
が

い
な
か
っ
た
ら
、
田
原
の
人
は
た
く
さ
ん
う
え
死
に
し
、
わ

た
し
達
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う

考
え
る
と
、
崋
山
先
生
は
、
わ
た
し
達
の
命
の
お
ん
人
で
す
。

崋
山
先
生
は
、
自
分
の
こ
と
よ
り
、
人
の
こ
と
を
優
先
す
る
、

す
て
き
な
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
こ
の
先
起
こ
り

う
る
こ
と
を
考
え
、
計
画
し
、
行
動
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
先
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
行
動

に
で
き
な
い
の
で
、
崋
山
先
生
は
や
は
り
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。

崋
山
先
生
は
、
外
国
の
勉
強
や
、
蘭
学
に
つ
い
て
も
学
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
蘭
学
者
の
一
人
に
う
そ
の
話
を
広

め
ら
れ
、
無
実
の
罪
で
ろ
う
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
で
、
周
り
か
ら
悪
い
見
方
を
さ
れ
、
自
分
の

仕
え
て
い
る
と
の
様
に
迷
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、
自

刃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
、
う
そ
の
話
が
広
め
ら
れ
な

か
っ
た
ら
、
崋
山
先
生
は
き
っ
と
、
田
原
の
民
の
た
め
に
た

く
さ
ん
動
い
て
く
れ
た
の
に
、
と
て
も
悲
し
い
最
期
で
し

た
。
け
れ
ど
、
先
生
が
残
し
た
書
置
き
に
は
、
人
を
う
ら
む

よ
う
な
こ
と
は
書
い
て
お
ら
ず
、
責
任
を
自
分
が
負
お
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
と
の
様
に
迷
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

た
姿
か
ら
は
、
責
任
感
の
強
さ
と
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
崋
山
先
生
の
生
き
方
を
知
っ
て
、
崋
山
先
生

は
、
自
分
よ
り
も
人
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
わ
た
し
と
は
ち
が
い
、
行
動
に
う
つ
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
崋
山
先
生
は
、
と
て
も
勇
気
の
あ
る
、
す
て

き
な
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
な
か
な
か
行
動
に
う
つ
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
友
達
や
他

の
学
年
の
子
が
こ
ま
っ
て
い
た
ら
、
思
い
切
っ
て
声
を
か
け

た
り
、
手
伝
っ
た
り
し
た
い
で
す
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
行
動

に
う
つ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
六
年
生
は
最
高
学
年
で
す
。

人
が
こ
ま
っ
て
い
た
ら
す
ば
や
く
動
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、

「
さ
す
が
六
年
生
だ
ね
。」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
六
年
生
に
な
り
た
い
で
す
。
さ

ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
学
年
の
子
た
ち
か
ら
た
よ
ら
れ
る
よ
う

な
、
崋
山
先
生
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
渡
辺
崋
山
と
は
ど
ん
な
人
な
の
か
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
六
年
の
授
業
で
く
わ
し
く
話
を
聞
く
機
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
崋
山
先
生
の
一
生
を

聞
く
と
、
心
の
中
で
な
み
だ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
大
学
者
に
な
る
た
め
、
す
い
み
ん
時
間
を

三
時
間
ま
で
減
ら
し
た
り
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
勉

強
を
続
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
、
三
日
程

度
で
や
め
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
毎
日
毎
日
努
力
を
続
け
る

姿
が
と
て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
が
二
十
六
歳
の
と
き
に
つ
く
っ
た
俳
句
が
印

象
的
で
す
。

見
よ
や
春　

大
地
も
亨
す　

地
虫
さ
へ

こ
れ
は
、
小
さ
な
虫
で
も
春
が
来
れ
ば
か
た
い
大
地
を
つ

き
ぬ
く
よ
う
に
、
人
も
努
力
を
続
け
て
い
れ
ば
い
つ
か
希
望

が
か
な
う
日
が
来
る
は
ず
と
い
う
意
味
で
す
。
ぼ
く
は
、
こ

の
俳
句
で
と
て
も
希
望
が
持
て
ま
し
た
。
努
力
を
続
け
て

も
、
な
か
な
か
よ
い
結
果
が
で
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

す
。
ぼ
く
は
、
俳
句
を
知
り
、
と
て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
崋
山
先
生
の
家
は
八
人
家
族
で
と
て
も
貧
乏
で

し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
崋
山
先
生
は
小
さ
い
と
き
か
ら
得

意
だ
っ
た
絵
を
描
い
て
、
少
し
で
も
く
ら
し
を
ゆ
た
か
に
す

る
た
め
に
そ
れ
を
売
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
と
知
り
ま
し

た
。
親
や
家
族
な
ど
、
人
任
せ
に
し
て
し
ま
い
そ
う
な
と
こ

ろ
を
、
自
分
の
力
を
生
か
そ
う
と
す
る
の
は
、
人
に
対
す
る

思
い
や
り
が
強
い
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
が
十
二
歳
の
と
き
の
出
来
事
で
す
。
父
の
た
め
の

薬
を
買
っ
て
帰
っ
て
い
た
と
き
に
、
と
の
様
の
行
列
に
当
た

っ
て
し
ま
い
、
家
来
達
に
親
や
弟
妹
の
名
前
を
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
崋
山
先
生
は
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
一
言
も

声
に
出
さ
ず
、
が
ま
ん
し
続
け
ま
し
た
。
家
族
を
守
る
た
め

に
だ
ま
っ
て
い
て
、
自
分
だ
け
が
き
ず
つ
く
な
ん
て
、
崋
山

先
生
は
と
て
も
心
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
の
最
期
も
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
四

十
六
歳
の
と
き
、
罪
人
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
何
度
も
何
度
も

悪
口
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
人
に
文
句
を
言
う
こ
と

わ
た
し
達
の
ヒ
ー
ロ
ー

田
原
市
立
田
原
中
部
小
学
校  

六
年
　
野
間
唯
花

ぼ
く
ら
の
ほ
こ
り

田
原
市
立
神
戸
小
学
校  

六
年
　
河
邉
凪
流
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な
く
、
人
に
迷
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
自
刃
し
た
そ
う
で

す
。
崋
山
先
生
は
そ
の
こ
と
を
、

「
天
を
怨
ま
ず
、
人
を
咎
め
ず
」

と
書
き
残
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
言
葉
で
ぼ
く
は
、改
め
て
、

崋
山
先
生
の
人
へ
の
思
い
や
り
や
強
い
心
を
感
じ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
崋
山
先
生
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
お
ど
ろ
く

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の
生
き
方
か
ら
、
む
く
わ
れ
な

く
て
も
努
力
を
続
け
る
前
向
き
さ
、
常
に
人
の
た
め
に
つ
く

そ
う
と
す
る
思
い
や
り
の
心
を
学
び
ま
し
た
。

ぼ
く
は
今
十
一
歳
で
す
。
崋
山
先
生
の
よ
う
な
十
二
歳
に

な
れ
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、

崋
山
先
生
の
よ
う
な
強
い
心
を
も
て
る
よ
う
に
、
日
々
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺
崋
山
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
貧
乏
で
、
人
の
苦
し

み
や
悲
し
み
な
ど
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
人
で
す
。
人
の
た

め
に
は
、
自
分
の
苦
労
や
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
決
め
た
こ
と

を
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
と
こ
ろ
が
、
す
ご
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

殿
様
の
行
列
の
先
頭
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
面
が
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
手
が
登
の
顔
に
ぴ

し
ゃ
り
と
き
て
も
、
登
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
声
を
出
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
殿
様
や
父
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
自
分
が
殴
ら
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
手
打
ち
に
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い

と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ぼ
く
だ
っ
た
ら
、
怖
さ
が
一
番
に
き

て
、
聞
か
れ
た
こ
と
に
は
答
え
て
、
自
分
を
守
ろ
う
と
し
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

田
原
藩
の
武
士
た
ち
が
遊
び
に
夢
中
に
な
り
、
勉
強
し
な

い
人
が
増
え
て
い
っ
た
り
わ
が
ま
ま
し
放
題
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
崋
山
は
そ
こ
に
課
題
を
見
出
し

ま
し
た
。
学
問
を
積
ん
で
い
な
い
こ
と
と
人
の
道
を
知
ら
な

い
こ
と
を
関
連
付
け
て
考
え
、
教
え
広
め
る
た
め
に
自
分
が

勉
強
し
よ
う
と
し
た
り
、
知
り
合
い
に
た
の
ん
で
勉
強
会
を

開
こ
う
と
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
の
姿
を
見
た
父

親
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
人
に
心
配
を
か
け
な

い
別
の
方
法
を
考
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
周
り
に
目
を
向

け
、
周
り
の
様
子
に
気
付
き
、
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
考
え
た

り
行
動
を
改
め
た
り
す
る
と
こ
ろ
を
見
習
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

一
番
す
ご
い
な
と
感
じ
た
と
こ
ろ
は
、
天
保
の
き
き
ん
の

出
来
事
で
す
。
書
き
表
せ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
、
崋
山
は
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。
田
原
藩
の
政
治
を
立
て

直
そ
う
と
借
金
を
無
く
そ
う
と
考
え
て
実
行
に
移
し
た
り
、

農
業
の
先
生
を
招
い
て
食
用
に
な
る
の
り
の
研
究
を
し
た

り
、
そ
の
先
生
に
家
を
与
え
て
長
く
住
ん
で
も
ら
お
う
と
工

夫
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
中
の
気
候
変
動
と
不
作
を

察
知
し
て
、
す
ぐ
に
、
殿
様
に
直
接
話
を
し
て
報
民
倉
を
造

り
、
米
や
麦
な
ど
を
貯
め
て
人
々
の
暮
ら
し
の
備
え
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
田
原
藩
の
人
た
ち
は
誰
一

人
と
し
て
飢
え
死
に
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
崋
山
の
行
動

力
と
実
行
力
、
崋
山
の
言
葉
を
受
け
止
め
る
殿
様
、
そ
れ
ら

が
あ
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
わ
か

り
、
ぼ
く
も
そ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
が
蛮
社
の
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
た
時
に
、
多
く
の
人
た

ち
が
崋
山
を
助
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
崋
山
の
人

柄
や
そ
れ
ま
で
し
て
き
た
功
績
の
大
き
さ
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

ぼ
く
は
、
崋
山
の
よ
う
に
、
勉
強
し
た
り
、
苦
手
な
こ
と

を
頑
張
り
続
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
崋

山
の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
家
族
や
友

だ
ち
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
負
け
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
で
き
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組
ん
だ
り
、
自
分
で
決
め
た
こ

と
を
や
る
努
力
を
続
け
た
り
し
て
、
身
近
な
大
切
な
人
た
ち

を
守
っ
て
幸
せ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
亡
く
な
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た

「
継
続
は
力
な
り
。」

と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
崋
山
の
よ
う
に
、
人
の
た
め
に
努
力

し
続
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

私
は
、
渡
辺
崋
山
の
本
を
読
ん
で
絵
の
才
能
の
す
ご
さ
に

興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

崋
山
先
生
の
絵
と
い
え
ば
、
身
近
に
あ
る
お
菓
子
の
包
み

紙
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
そ

の
絵
は
重
要
文
化
財
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
「
一
掃
百
態

図
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
絵
か
ら
、
当
時
の
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
崋
山
先
生
が
描
い
た
田
原
市
の
風
景
に
目
を
向
け

ま
し
た
。
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
絵
を
見
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
す
ご
い
と
思
っ
た
絵
は
、
現
代
の
伊
良
湖
町
に
あ
る

「
小
山
の
鼻
」
と
い
う
絵
で
す
。
墨
一
色
で
、
描
か
れ
て
い

る
絵
は
、
墨
の
濃
淡
だ
け
で
人
の
動
き
が
よ
く
表
わ
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
の

絵
は
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
描
か
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
報
民
倉
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
報
民

倉
と
は
、
困
っ
た
と
き
に
領
民
を
救
う
た
め
の
倉
と
い
う
意

味
で
し
た
。
崋
山
先
生
は
、
絵
を
売
っ
て
真
先
に
、
お
米
を

十
俵
寄
附
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
一
俵
は
、
約
六
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
だ
そ
う
で
十
俵
寄
附
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
約
六

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
知
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
米
な
ど
を

み
ん
な
が
寄
附
を
し
て
全
部
で
百
二
十
四
俵
で
七
千
四
百

四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
つ
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
に
あ
つ

め
ら
れ
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
田
原

だ
け
う
え
死
に
す
る
人
が
一
人
も
で
な
か
っ
た
か
ら
江
戸

「
偉
人
物
語
渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で

田
原
市
立
赤
羽
根
小
学
校  

六
年
　
平
野
裕
典

「
偉
人
物
語
渡
辺
崋
山
」

田
原
市
立
童
浦
小
学
校  

六
年
　
藤
城
　
映
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ば
く
ふ
に
表
彰
さ
れ
て
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
魚
屋
を
助
け
た
と
こ
ろ
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
必
要
な
だ
け
お
金
を
か
し

て
あ
げ
て
い
て
そ
の
あ
と
に
、
お
金
を
返
し
に
来
た
人
に
魚

と
一
緒
に
お
礼
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
そ
れ
だ
け
、
崋

山
先
生
の
や
さ
し
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
け

ど
、
そ
の
お
金
で
魚
を
買
っ
て
、
買
っ
た
魚
も
あ
げ
て
い
た

の
で
び
っ
く
り
し
た
し
、
す
ご
く
人
が
ら
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
の

ご
は
ん
を
減
ら
し
そ
の
人
に
あ
げ
た
り
、
着
て
い
る
着
物
を

あ
げ
、
自
分
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
着
物
を
着
て
い
て
も
平
気
だ
っ

た
な
ん
て
、
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

自
分
に
お
き
か
え
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
私
は
、
み
ん
な

に
物
を
分
け
た
り
、
使
っ
て
い
る
物
を
あ
げ
た
り
す
る
こ
と

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
頭
で
は
、
理
解
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
実
際
に
そ
の
時
が
来
た
ら
、
自
分
の
こ
と
を
優
先

し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
分
け
て
あ
げ
ら
れ
た
と
し

て
も
、
お
礼
を
し
て
ほ
し
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
自
分
が

い
て
、
と
て
も
は
ず
か
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
崋
山
先
生
の

こ
と
を
尊
敬
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
崋
山
先
生

の
生
き
方
を
ま
ね
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
国
を
開
こ
う
と
し
て
も
考
え
が
新
し
く

て
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
現
代
で
は
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
尊
敬
で
き
る
と
て
も
す
ご
い
人
で
す
。
特
に
田
原

市
で
は
、
今
で
も
先
生
を
付
け
て
呼
ば
れ
る
ほ
ど
し
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
崋
山
先
生
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
の
こ
と
は
、
五
年
生
に
な
っ
た
こ
ろ
に
父
と
観

て
い
た
テ
レ
ビ
で
知
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
と
き
は
名

前
だ
け
を
知
っ
た
だ
け
で
、
ど
ん
な
人
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
六
年
生
で
崋
山
先
生
の
お
話
を

学
校
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
す

て
き
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
崋
山
先
生
を
す
て
き
だ
な
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
家

族
を
大
切
に
思
い
、
い
つ
で
も
家
族
の
こ
と
を
考
え
て
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夜
に
な
っ
て
雪
が
降
り
始
め
た
の
で
、
お
母
さ
ん
の
た
め
に

湯
を
わ
か
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
家
族
を
自
分
の
宝
物
の

よ
う
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ

て
も
家
族
の
こ
と
を
一
番
に
大
切
に
す
る
、
そ
ん
な
す
て
き

な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
す
ご
く
感
動
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
雨
や
大
風
で
お
米
や
野
菜
が
と
れ
ず
日
本
が
困

っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
崋
山
先
生
は
、
農
民
が
飢

え
死
に
し
て
は
い
け
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

食
料
を
と
っ
て
お
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
お
殿
様
に
そ
の
考

え
を
伝
え
、
お
殿
様
が
「
報
民
倉
」
と
い
う
倉
を
建
て
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
農
民
に
も
広
ま
り
、
全

員
が
協
力
し
た
倉
に
は
、
た
く
さ
ん
の
穀
物
が
集
ま
り
ま
し

た
。「農

民
が
あ
る
か
ら
こ
そ
殿
様
が
あ
る
の
で
、
殿
様
が
あ

る
か
ら
農
民
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
私
の
心
に
こ

の
言
葉
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
凶
荒
心
得
書
」

と
い
う
書
き
物
の
中
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
い
く
ら
力
の
あ

る
お
殿
様
で
も
、
そ
の
生
活
や
お
殿
様
を
支
え
る
人
々
が
い

な
け
れ
ば
、
お
殿
様
も
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
崋
山

先
生
は
、
農
民
の
た
め
に
い
く
ら
自
分
が
と
っ
て
も
大
変
な

こ
と
を
し
た
と
し
て
も
、「
こ
の
人
た
ち
が
い
な
く
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
の
だ
。」
と
い
う
心
優
し
い
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
崋
山
先
生
の
勇
気
や
責
任
感
に
も
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
外
国
の
船
が
日
本
人
を
の
せ
て
日
本
に
近
づ

い
て
き
た
と
き
、
そ
の
船
を
う
ち
は
な
そ
う
と
い
う
人
が
い

て
崋
山
先
生
は
そ
の
こ
と
に
対
し
て
の
反
対
す
る
文
章
を

書
き
ま
す
が
、
よ
く
思
わ
な
い
人
も
い
て
殿
様
に
迷
惑
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
自
刃
に
よ
り
命
を
落
と
し
ま
し

た
。崋

山
先
生
の
こ
と
を
知
っ
て
、
私
は
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
伝
え
て
、
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
人
を
大
切
に

し
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
み
ん
な
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る

か
、
考
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
れ
に
大
人
に
な

っ
て
も
、「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

「
天
を
怨
ま
ず
、
人
を
咎
め
ず
」

こ
の
言
葉
は
、
私
の
心
に
ぐ
っ
と
さ
さ
り
ま
し
た
。
自
分

は
何
も
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
決
し
て
運
命
や
人
を
怨
ん

だ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

う
し
て
も
、
私
は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
と
、
す
ぐ
に
思
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き
も
、
そ
の

人
の
気
持
ち
を
考
え
て
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
の
よ
う
に
、
素
敵
な
心
の
持
ち
主

に
な
り
た
い
で
す
。

入

　選

清
水
陽
太

髙
橋
航
佑

小
久
保
結
芽

池
野
心
遥

藤
井
心
都

伊
東
日
葵

杉
本
莉
理

片
山
穂
花

岡
本
賢
治

藤
江
琶
子

杉
浦
里
咲

鈴
木
朱
梨

河
合　

藍

大
羽
利
依

小
久
保　

樹

森
山
湊
斗

畑
下
桜
愛

森
下
な
つ

宮
川
隼
輔

白
谷
美
波

伊
東
愛
真

岩
田
晃
一

小
久
保
唯
人

（
受
賞
さ
れ
た
方
は
除
く
）

す
て
き
な
心
の
持
ち
主
・
崋
山
先
生

田
原
市
立
神
戸
小
学
校  

六
年
　
福
井
歩
奈
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田
原
市
博
物
館
展
覧
会
の
ご
案
内

～
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

 

企
画
展 

「
川
瀬
巴
水
―
荒
井
寿
一コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」

(

企
画
展
示
室
）

荒
井
寿
一
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
川

瀬
巴
水
の
初
期
作
か
ら
晩
年
作
ま
で
の
版

画
作
品
に
加
え
、
本
の
装
幀
、
挿
絵
や
絵

は
が
き
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

が
含
ま
れ
る
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。川

瀬
巴
水
（
一
八
八
三
～
一
九
五
七
）

は
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
版
画

家
で
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
日
本
全
国
を

旅
し
、
新
版
画
の
代
表
的
な
画
家
と
し
て

世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
荒
井
寿
一
氏
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
中
心
に
、
愛
知
県
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
、「
旅
情
詩
人
」

と
も
称
さ
れ
た
巴
水
の
生
涯
と
画
業
を
辿

り
ま
す
。

十
一
月
三
十
日（
土
）～
令
和
七
年
二
月
九

日（
日
）

 
企
画
展 

崋
椿
系
画
家
た
ち
の
絵
画
学
習
―
下
絵・粉

本・手
控
帳
―（
特
別
展
示
室
）

絵
画
を
描
く
前
に
画
家
た
ち
は
下
絵
を

制
作
し
、
ど
の
よ
う
な
構
図
や
図
様
を
描

く
か
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
画

家
た
ち
は
古
い
絵
画
を
見
た
り
、
写
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
画
技
を
深
め
て
い
ま
し

た
。本

展
で
は
、
崋
椿
系
画
家
が
残
し
た
下

絵
・
粉
本
・
手
控
帳
よ
り
、
い
か
に
絵
画

を
学
ん
で
い
た
か
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
月
十
五
日（
土
）～
四
月
六
日（
日
）

ひ
な
人
形
と
初
凧
展（
企
画
展
示
室
一
）

田
原
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
ひ
な
人
形
や

田
原
凧
保
存
会
制
作
の
初
凧
を
展
示
。

同
時
開
催
：
崋
椿
系
画
家
の
花
鳥
風
月（
特

別
展
示
室
）

花
鳥
風
月
と
は
、
自
然
の
美
し
い
風
景

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
本
展
で
は
、
崋
椿

系
画
家
た
ち
が
描
く
花
や
鳥
な
ど
の
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

企
画
展　

川
瀬
巴
水

　

一　

般　

七
〇
〇
円（
五
六
〇
円
）

　

小
中
生　

三
五
〇
円（
二
八
〇
円
）

企
画
展
以
外

　

一　

般　

三
一
〇
円（
二
四
〇
円
）

　

小
中
生　

一
五
〇
円（
一
二
〇
円
）

　
（　

）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

　

東
三
河
在
住
の
小
中
学
生
は
、
ほ
の
国

こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
入
館
無
料
。

休
館
日	

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
平
日
）、展
示
替
日
、年
末
年
始

編
集
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

　
　

会
長　

鈴
木
利
昌

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

次
回
発
行
予
定　

令
和
七
年
四
月
十
一
日

（
公
財
）
崋
山
会
か
ら

講
座「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

毎
月
十
一
日
午
前
九
時
か
ら

崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修（
年
一
回
）に
参
加
で
き
ま
す
。

渡
辺
崋
山
史
跡
巡
り
ガ
イ
ド
養
成
講
座

毎
月
一
回
程
度

申
込
場
所　

崋
山
会
館
事
務
室

崋
山
会
報　

第
五
十
三
号

　
　

令
和
六
年
十
一
月
十
一
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　

愿

　
　
　
　
　

常
務
理
事　

林　

勇
夫

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

大
根
義
久

〒
四
四
一
―
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
一

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館  

か
ら
ご
案
内

秋
山
愛
三
郎
著
・
川
瀬
巴
水
画
『
旧
都
名
勝
記

SIG
H

TS O
F O

LD
 C

APITAL

』
挿
絵

椿
椿
山
「
玉
堂
富
貴
図
画
稿
」


